
   

 

  

◆「労働者が業務中等に負傷し、又は中毒や疾病にかかったことにより、死亡もし 
  くは休業を要した場合」労働安全衛生法により事業者には『労働者死傷病報告』 
  の提出が義務付けられています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
労働者死傷病報告を提出する必要がない（災害を起こさない）ことが一番ですが、 
万が一、災害が発生した場合には適切な対応をお願いします。 
 
 

◆「業務上災害」に該当しなくても「労働者死傷病報告」の提出が必要な場合もあります。 
「労働者死傷病報告」は就業中以外であっても事業場内や付属する建設物・敷地内等で負傷

等した場合も提出が義務付けられています。 
◆「労働者死傷病報告」と「労災保険関係書類」は全く別の物です。 

 よくある間違いに「病院に労災保険の書類を提出したから労働基準監督署への報告は大丈
夫」と思われているケースがありますが、「死亡災害」「休業災害」については、労災保険の

手続きに加えて(あるいは手続きとは別に)全て「労働者死傷病報告」の提出が必要です。 
◆「労働者死傷病報告」の提出は迅速に。 

 休業 4 日以上の場合の「労働者死傷病報告（様式第 23 号）」は災害発生後「遅滞なく」提
出することと定められていますが、この「遅滞なく」とは、「正当又は合理的な理由（被災者

本人と面談できない等）がある場合を除き、事情の許す限り最も速やかに」という意味であ

り、概ね１週間から２週間以内程度と解されています。 
 なお、災害発生から「労働者死傷病報告」の提出まで概ね 1ヶ月を超過している場合は、提
出が遅れた理由について書面による提出(報告遅延理由書)を求めることがあります。 
◆「労働者死傷病報告」の記載内容は正確に。 

 労働者死傷病報告の記載内容に誤りが認められる場合があります。中でも事実を正確に記載
せず、故意に偽った内容で提出した場合は、悪質な事例として刑事処分になりますので、報

告書作成者は被災労働者や現認者等の関係者から事実関係を的確に聞き取る等により、記載

内容を誤らないよう注意してください。 

労働安全衛生規則第 97条(労働者死傷病報告) 
 事業者は、労働者が労働災害その他就業中又は事業場内若しくはその附属建設物内における負傷、窒息

又は急性中毒により死亡し、又は休業したときは、遅滞なく、様式第 23 号による報告書を所轄労働基準
監督署長に提出しなければならない。 
２ 前項の場合において、休業の日数が 4 日に満たないときは、事業者は、同項の規定にかかわらず、1
月から 3月まで、4月から 6月まで、7月から 9月まで及び 10月から 12月までの期間における当該事実
について、様式第 24 号による報告書をそれぞれの期間における最後の月の翌月末日までに、所轄労働基
準監督署長に提出しなければならない。 

伊那労働基準監督署より 

休業 4日以上の労働者死傷病報告（様式第 23号）の記入上の注意点（詳細）につ
いては下記を参照してください。 



 

２０１０８１２３４５６７８９ 土木工事業 

天 竜 建 設 工 業 株 式 会 社 
テ ン リ ュ ウ ケ ン セ ツ コ ウ ギ ョ ウ 

平 成 ２ ４ 年 度 排 水 路 改 修 そ の 1 工 事 

伊那市中央 5033-2 0265-72-6181 

伊 那 支 店 
イ ナ シ テ ン 

３９６ ００１５ ２４ ７２４０８０１ １５３０ 

伊 労 基 八 
イ ロ ウ  キ ハ チ  ５４７０６０８ 40 

土工 １５ 

０２ 右足骨折 右足甲部 伊那市狐島 

 農業用水路改修工事現場で、Ｕ字

溝を小型移動式クレーンを用いて設

置する作業中、つり具の荷に合わせ

た調整が不十分であったため、これ

に気付いた被災者が、荷に近づいた

とき、つり具がはずれ荷が落下し、

被災者の足に当たった。 

はずれた 
つり具 

Ｕ字溝 

平成 24    8     10 
天竜建設工業株式会社 

代表取締役 天竜 川一郎 伊那 

安全室長 御安 善二 

「労働保険番号」 
数字が並ぶので間違えな

いように注意し、忘れず

に記入してください。 

「事業場の名称」① 
カタカナの濁点・半濁点

は同一枠内に記入してく

ださい。（労災保険関係書

類と混同しやすいので注

意） 
ブ ⇒○  フ ゛ ⇒× 

「事業場の名称」② 
名称は事業場単位で記入

してください。 
※「事業場」⇒工場、店

舗等、一定の場所で継続

して作業している一体。

ひとつの事業場であるか

どうかは同一場所である

かどうかで判断し、分散

しているものは原則別々

の事業場と考えます。 

「休業見込期間」 
医師・被災者等から確認

の上、被災者が再び出勤

可能となるまでの見込期

間を記入してください。 
※ケガや病気が治るまで

の「全治」期間とは異な

ります。 

「災害発生状況」 
被災者や現認者等の話を

よく聞き、記載内容に誤

りのないよう注意してく

ださい。 

「報告書作成者職氏名」 
労働基準監督署から報告書の内容について問い合わせる場合がありま

すので、担当者の職氏名を忘れずに記入してください。 

「事業者職氏名」 
その事業を代表する者（被災者を直接雇用する者）の職氏名を記入してください。（㊟派遣労働者の場合は、派遣先・派遣元それぞれの

事業者職氏名） 
※①「労災保険の代理人」による提出は認められませんのでご注意ください。 
※②建設工事における労働災害の場合であっても、上記のとおり被災者を直接雇用している事業主名を記入するよう注意願います。 

印鑑は「代表者印」を押印してください。 
※「会社印」の場合は「事業主の個人印」を

合わせて押印することで提出可能です。 

「親事業場・元方事業場」 
記入漏れが多い欄です。 
建設業等で該当する場合は

忘れずに記入してください。 

㊟「派遣先事業場名」 
 「提出事業者の区分」 
派遣労働者が被災した

場合は、派遣元・派遣先

双方の事業者に提出義

務があるので、忘れずに

記入してください。 

「経験期間」 
事務職等の場合は勤務

年数を記入することで

差し支えありません。 
専門工事業種やドライ

バー等の場合は他の事

業場での経験年数も通

算して記入してくださ

い。 

「被災地の場所」 
災害が発生した場所を

記入してください。 
※道路貨物運送業で荷

主先等で被災した場合

は、被災した場所の事業

場名も記入してくださ

い。 

「労働者死傷病報告（様式第 23号）記入及び提出に当たっての注意点」 
１ 記入枠の部分は、必ず黒のボールペンを使用し、枠からはみ出さないように大きめの漢字、カタカナ及 
 びアラビア数字で明瞭に記入してください。 
２ 労働者死傷病報告の提出義務は、被災者本人や親企業・元請事業者等ではなく、被災者を直接雇用する 
 事業者にあります。（派遣労働者については㊟参照） 
３ 労働者が業務中又は事業場内若しくはその附属建設物内における傷病により死亡し、又は休業したとき 
 は、遅滞なく労働者死傷病報告を所轄労働基準監督署長に提出してください。 
４ 労働者死傷病報告の提出に当たっては、記載内容に事実関係の誤りがないよう、被災者本人はもとより、 
 関係者にも確認の上記載してください。 



   

 

  
◆平成 23年 4月より、労働安全衛生法に基づく各種様式が厚生労働省ホームページ 
 上からも入手できるようになりました。 
◆『労働者死傷病報告（様式第 23号）』も入手できますが、同様式は光学式読み取 
 り装置で処理をするＯＣＩＲ様式を採用しており、印刷時に自動縮小等の加工が 
 行われると読み取り不能となることから、ご利用に際しては以下の点についてご 
 注意ください。 
◆ご提出いただいた書類が読み取り不能の場合、書類を作成しなおしていただくか、 
 窓口においてあらためて様式にご記入いただく場合がございます。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
◆印刷には A4普通紙をご使用ください。 
「感熱紙等の加工紙」「印刷ミス紙を再利用した裏面」「A3・B4等のサイズの違う用紙」等に
印刷したものは受理できません。 
 

◆「印刷ダイアログ」で「ページの拡大／縮小」を「なし」に選択してください。 
 ガイドマーカー（用紙の隅 3か所にある黒四角「■」）の位置関係が印刷時の拡大・縮小等に
より崩れてしまうと機械読み取りが不能になります。 

厚生労働省ホームページ上の安全衛生関係主要様式掲載場所 
 
①「厚生労働省ホームページ」のトップページ上で、「分野別の政策」から 
 「雇用・労働」欄の「労働基準」を選択 
 
②「労働基準」ページの「施策情報」欄から「安全・衛生」を選択 
 
③「安全・衛生」ページの「施策紹介」欄のうち「労働安全衛生法関係主要 
 様式」を選択 
 
④「安全衛生関係主要様式」ページのうち「労働者死傷病報告（休業 4日以 
 上）」を選択すると、労働者死傷病報告（様式第 23号）の入手画面に進み 
 ます。 
※このとき、「印刷時の注意事項」を必ず確認してください。 

attention‼ 

下記もご確認ください。 



   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

○正しく印刷された様式第 23号 ×誤って印刷された様式第 23号 

ガイドマーカー「■」が正しい位置にあります。 印刷時に自動縮小されたため、 
ガイドマーカー「■」の位置がずれています。 

PDF印刷は、ここに注意！ 

厚生労働省ホームページの「労働者死

傷病報告（様式第 23号）」は PDF形式
で掲載されています。 
PDFの印刷（Adobe Readerの印刷機
能）では、「ページの拡大／縮小」が「用

紙に合わせる」と設定されている場合

がありますが、この状態で印刷すると

右上図のように縮小印刷されてしまい

機械読み取りができなくなります。 
必ず「ページの拡大／縮小」を「なし」

に設定してから印刷ください。 


